
～「LRRI ニュース」2021年７月号～ 

●「役員だより」７月号を掲載します

令和３年３月から，「代表だより」を「役員だより」に変更し， 6 月号は須田副代表理事が担当しま
した。７月号は代表理事が担当します。ご高覧下さい。 

●「創設一周年記念フォーラム」が開催されました！

令和３年７月３日（土）の午後，地震災害と液状化の権威の東京電機大学安田 進 名誉教
授による記念講演を中心としたフォーラムが，茨城県産業会館の会場とオンラインの“ハイブリッド形式”で
開催されました。会場にお見えの方が 10 名，オンラインで 66 名，計 76 名のご参加を得ることができ
ました。茨城，埼玉，東京，千葉４県に加えて，山梨・福岡からもご視聴いただきました。 
 ご講演は，「液状化対策技術の現状と課題と展望」の題目で，1964 年の新潟地震以来の液状化
の歴史を振り返り，液状化に関する性能設計方法，液状化被害低減方法とそのキーとなるめり込み
沈下量の算定方法，さらには、地下水位低下工法など地区全体の対策方法まで，幅広くかつ高度な
内容を，大変分かり易く説明していただきました。アンケートからも聴講された方々にとって大変有意義な
ものであったと確認されました。当日は熱海での土石流災害が発生し，翌朝にはヘリコプターで現場上
空から安田先生が状況を解説されていました。 
 皆さまには，本フォーラムを開催するに当たり，事務局のアドレス設定ミスでご迷惑とご心配をお掛けし
ましたことを改めてお詫びいたします。また，地盤工学会からの CPD ポイント付与，受講証明書の発給
に向けて手続きを進めておりますので，通常よりも若干時間を要しており，申し訳ございません。 

●“気候変動対応技術＆ビジネス”に関する特別講演会のご案内（再掲載）

本講演会は，（一社）地域国土強靭化研究所令和 3 年度総会後に開催されるもので，ご講演

後には，会員の報告会も予定しております。詳しくは，ホームページ（https://lrri.or.jp）をご覧ください。 

■日時︓8月 25日（水）14:20 – 15:30

■場所︓茨城県産業会館２F研修室
■演題「気候変動対応産業の展望」
（“建設業の役割と期待“も含めていただきます。）
■演者︓秋元圭吾博士（公財）RITE 主席研究員
■後援︓土木学会関東支部茨城会，

茨城県建設コンサルタンツ協会     【写真 1秋元圭吾博士】 
茨城大学地球・地域環境共創機構（GLEC） 

●CREST2020 開催報告が地盤工学会誌に掲載されました

令和 3年 3月 9日～11日にわたって九州大学椎木講堂をキーステーションにしたオンライン形式の国
際会議「第 1 回環境に配慮した持続可能な建設技術に関する国際シンポジウム（CREST2020）」が
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開催され，安原代表理事がプレナリー講演と閉会式で全体の講評をするとともに優秀発表者に対する
表彰役を務めました。概要は，地盤工学会誌令和 3年 7月号に掲載されています（PDF添付）。 

【図 1 CREST2020 におけるプレナリー講演演題と著者】（LRRI の英語用のロゴを使っています） 

Climate Change-induced Geotechnical Hazards in Asia: 
Impacts, Assessments, and Responses

March 9, 2021
●Kazuya Yasuhara, Ph.D.
Professor Emeritus, Ibaraki University, Japan
also Representative of Local Resilience

Research Institute (LRRI), Japan
kazuya.yasuhara.0927@vc.ibaraki.ac.jp

yasuhara_kazuya@lrri.or.jp

●Dennes Bergado, Ph.D.
Professor Emeritus, Asian I nstitute of
Technology, Bangkok, Thailand
dbergado@gmail.com ①
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函紅学会］
I 学会の動き

第1回環境に配慮した持続可能な建設技術に関する国際シンポジウム
(CREST2020)開催報告
Report on the 1st International Symposium on Construction Resources for Environmentally Sustainable 
Technologies (CREST 2020) 

Ht血ika I--1emanta（はざり か へまんた） 九州大学教授

e-mail: h皿、ruika@civil.kyushu-u.acJp

安原 一哉（やすはら かずや） 茨城大学名巻教授

河内 義文（こうち よしふみ）

村井政徳（むらい まさのり）

株式会社ケイズラブ 代表収締役

清水建設株式会社 主査

田中 剛（たなか つよし） 東京都市大学 技士

藤白隆司（ふじしろ たかし） 地盤防災研究所代表

金谷 晴一 （かなや はるいち） 九州大学教授

Wahyudi Sugeng（わひゅでいすげん） 日特建設株式会社 課長

Chaudliary Babloo（ちょ ー どうり 一 ばぶる 一） インド工業大学スラトカル校助教

キー ワード：地盤工学、 リサイクル、 自然災害、 気候変動、SDGs

1. はじめに

2021年3月9日～11日に第1回邸坑に配應した持

続可能な建設技術に関する国際シンポジウム（以下，

CREST2020)を開催し，成功裏に終えることができまし

ととし準備を進めておりましたが， 2021年 2月に日本

政府から，2度目の緊急事態宣言の発出を受けて，最終

的には完全オンライン形式に変更して開催しました。

本シンポジウムの目的は， 持続可能な社会を築くた

め， 地盤工学的 見地から英知を結集し， 自然災害や人
た。9日～IO日はオンライン形式によるシンポジウム

＇ 災に1対する諸問題について解決策を見いだすことであ
II日は「2011年東日本大裳災～災害から 10年～」と

り，以下に示す3つのテ ーマを中心に発表されましtc.o
赳して， 特別ワ ー クショッ プを開催しましtc.o 本シン

また，国連が制定したSDGsの17の目標のうち， 4つ
ポジウムは九州大学の主催， ケンプリッジ大学と国際

の目標 （ 「9.産業と技術革新の基盤をつくろう」，「II.住
地盤工学会(ATC!とTC202)との共催で開催しまし

み続けられるまちづくりを」，「 13.気候変動に具体的な対
た。疇エ芦九州支部， 国土交通省， 福岡県， 福岡

策を」および「17. パー トナーシップで 目標を達成しよう」）
市， 国連ハビタット，日本建設業連合会， 茨城大学

を対象としましty
GLEC と在日インド大使館に協投していただきましt::o

2. シンポジウムの概要

CREST2020は当初，2020年3月10日～12日の開催

に向けて池備を進めており ました。 しかし， 新型コロ

ナ感染症の世界的パンデミック流行に伴い， 開催を1

年間延期することを余像なくされました。 開催延期し

たシンポジウムについては， 九州大学椎木講鎚での対

面＋オンラインを併用したハイプリッド形式とするこ

テーマl : i脱樅工学におけるカスケ ード利用及びマ

テリアルリサイクル

テ ーマ[l:自然災害とレジリエンシー

テーマIT[：気候変動への適応と技術革新

3. プログラム内容

シンポジウム開会式 （写真-1)では， 主催者を代表

して九州大学の石橋逹朗総長にご挨拶いただいたほか，
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共催のケンプリッジ大学のGopal Madabhushi教授， 国

際暉器工学会長 のCharlesNg教授，国際地盤工学会前

会長の石原研而教授， 国土交通省九小11地方整備局の村

山一弥局長， 国際圧入学会前会長の日下部治教授から

祝辞をいただきました。

シンポジウムの概要は図ー1～図—3 にまとめたとお

りです。 本シンポジウムには， すべての大陸から構成

された 28か国からのべ約35 0名の参加があり，プレナ

リー講演2題基調講演II題特別謂演15題のほか

（表1), 93編の一般論文が発表されましt�また，

特別講飯15題のうち3つの講派は， アジア， ヨ ー ロッ

パ， アメリカと異なる地域の女性研究者によるもので

しにこのように，CRESTI020はダイバーシティ（ジ

ェンダーと人種）に十分に配慮したシンポジウムであ

ったといえます。さらに，若手研究者育成の観点から，

35歳未樅の発表者の中から侵秀な論文・プレゼンテー

ションに対して， 俊秀論文買2名， 悛秀プレゼンテー

ション政17名を表彰しました。

シンポジウムの両日ともATClの特別セッションを

開催し， 地盤工学の観点から気候変動への適応策およ

びレジリエントな社会づくりについて活発な諮論がな

されましt�また，3名の若手研究者（うち2名は女

性）による特別講演をしていただく場を設け， 若手研

究者の育成に貢献しました。

シンポジウム閉会式（写真-2)では，国際地盤工学会

アジア地域技術委員会ATClの委員長(CRESTI020副

実行委員長）安原一哉教授に講評いただくとともに国

際地盤工学会前副会長の東畑郁生教授から l射会の祝辞

をいただきました。 最後に， 本シンポジウム実行委員

長のHa四rika Hemanta教授からの謝辞がありました。

4.東日本大震災特別ワ ークショップ

2011年東日本大災災から 10年を迎えた3月II日に

は， 本シンポジウムの一環として， 「Sustainabilityと

Resiliency」をテーマとした3つの特別ワ ー クショップ

を開催し， 約360名の参加がありましt.:.,

ワ ー クショップ1 :SDS誤験における地盤評価と

液状化評価の現在と今後について（主催：ジャパンホ
ームシールド株式会社， 日東精工株式会社）

ワ ー クショップ2:地裳と豪雨による地盤災害およ

ぴ防災・環境・メンテナンスに1対する地盤技術

（主催：NPO法人応用斜面工学研究会）

ワ ー クショップ3 ：木材活用地盤対策研究会ワ ー ク

ショップー地中に森をつくろう一（主催：木材活用地

柚対策研究会）

5. デジタル展示

本シンポジウムでは， 59の団体（独立行政法人1,

同内企業53,海外企業2,協会3)に協校いただきまし

た。 各セッションの前後に協技団体のデジタルコマー

シャルを放映し， 技術紹介等をしていただきました。

また， オンデマンドデジタルプー スを取り入れた技術

展示会を実施しました。 オンデマンドデジタルプー ス

にはのべ100 名以上の参加がありました。 このような

取り組みは，地盤工学関係のシンポジウムでは批界初

の試みかと思います。

6. おわりに

CREST2020では， 世界中の研究者， 技術者，政策立

案者が集まり，持続可能な社会を梢築するための政策

手段新たな技術の開発地盤構造物の設計・施エ・

維持管理などについて謡論しました） 産・官・学の連

携によって， 全世界が直面している諸問題に対して革

新的な提言を採択し，SDGsの達成に向けた第一歩を

踏み出したといえます。 本シンポジウムで築かれた研

究者・技術者の交流が， 今後ますます継続的に発展さ

せていく取組みを検討
す

る予定です。 最後に， 木シン

ポジウムの計画・実施にあたって多大なご協力をいた

だいた関係各位には， 心から感謝の意を表します。

写真一1 開会式のオンライン画而
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図l 参加者所在国の分布（すべての大陸の28ヵ国から285名

の参加登録者）
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図-2 参加者の所屈割合
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図3投秘アプストラクトと論文の慨要
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